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XML メタデータDB 統合解析ツール 
• 異種データをとにかく並べてプロットでき
る   (時系列で比較) 
• 公開データについては日時指定で自動で
ダウンロード  



























  〇学会：JPGU=1件、SGEPSS=4件、IUGG=1件、AGU=1件 
   〇研究会など： 7件(以上) 
2．論文執筆状況 
  1. Shinbori, A., Y. Tsuji, T. Kikuchi, T. Araki, A. Ikeda, T. Uozumi, S. I. Solovyev, B. 
M. Shevtsov, S. Watari, T. Nagatsuma, K. Yumoto, and the IUGONET project 
team, Magnetic local time and latitude dependence of amplitude of the main 
impulse (MI) of geomagnetic sudden commencements and its seasonal variation, 
2012 (95%完成) 
     2．T. Hori, A. Shinbori, N. Nishitani, T. Kikuchi, S. Fujita, T. Nagatsuma, O. 
Troshichev, K. Yumoto, … , Evolution of negative SI-induced ionospheric flows 
observed by SuperDARN King Salmon HF radar, 2012 (95%完成)  
































































     アンペールの法則から電離圏電流の大きさに比例する 




     太陽活動依存性＝太陽放射(UV/EUV)の11年周期性 
      季節依存性＝地球の自転軸の傾きの効果 
      地磁気永年変化＝磁場減尐による伝導度の増加 
○起電力(UxB)の変化 









































































      地磁気静穏日の閾値の具体化 




    地磁気データ(1時間値、1900年以降のデータ)：京大WDC 
   地磁気指数(Kp指数、1932年-2010年) ：京大WDC 
   太陽F10.7フラックス(1947年-2010年) ：NGDC/NOAA 
   熱圏下部中性風(1日平均値) ：京大RISH 
3.2.2 地磁気静穏日とSq振幅の同定方法 
   ○地磁気静穏日： Kp指数の1日の最大値が4未満 
    ○ Sq振幅：1日の変化の最大と最小の差を1月平均値 














































































































〇Elias et al. [2010]で報告されているような
単なる増加傾向は見えない 
     ⇒1970-1990年の増加期だけしか解析し
ていなかったため? 
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       1900-1940 (40年) 
       1970-1990 (20年) 
    減尐傾向 
       1940-1970 (30年) 






















       1900-1940 (40年) 
       1970-1990 (20年) 
    減尐傾向 
       1940-1970 (30年) 




















































HER: -40 nT/yr 
KAK：+10 nT/yr 
























    1．電離圏電気伝導度モデル値を用いた定量的評価 
    電離圏電気伝導度モデル値との相関解析を行い、背景磁場の減尐・増加
に伴うSq場の振幅変動を取り除き、超高層大気の長期変動の寄与を定
量的に評価する 
    ※現在、電気伝導度の計算ルーチンの開発中 
         IUGONETのサービスツールとして将来的に公開予定 
2．中間圏・熱圏下部(MLT)の中性風との相関解析 
    F10.7指数とSq場の振幅との周波数・コヒーレンス解析をSq場の振幅と
MLT領域の風速との相関解析を行う 
    MLT領域の使用予定観測データ 
    ⇒MF、流星レーダー、信楽MUレーダー 
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